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B S T- F 1  VUP02 について 

 

今 回 の VUP02 では様 々な点 について改 良 され、そして機 能 が追 加 された結 果 、B S T- F 1 はより使 い

やすいプログラムになりました。 

本 書 ではそれら変 更 された機 能 や追 加 された機 能 について説 明 しています。 

お手 数 ですが目 を通 してご確 認 の上 、バージョンアップされた B S T- F 1 をご使 用 ください。 

なお、今 回 のバージョンアップは、以 降 「VUP02」とし、プログラム名 も B S T- F 1 以 外 にバージョンアップ

レベルを含 めて B S T- F 1 . 0 2 と表 示 する場 合 もありますが、予 めご了 承 ください。 
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1. 用 語 について 

 

本 説 明 書 では、説 明 には今 回 の VUP02 とそれ以 前 のバージョンを区 別 するために、バージョンアッ

プ以 前 のものには「旧 」を付 けて表 現 し、VUP02 に関 するものには「新 」を付 けて説 明 します。 

 

旧 バージョン VUP00,VUP01 の B S T- F 1 で、最 終 バージョンは Ver1.37(rev.080510) 

旧 実 行 データ VUP00,VUP01 用 の入 力 データ 

旧 実 行 ファイル 旧 実 行 データが記 録 されたファイルで、VUP00,VUP01 が実 行 時 に直 接 使 用 す

るファイル。計 算 結 果 も記 録 されている 

旧 実 行 ファイル名  旧 実 行 ファイルのファイル名 （ファイル名 は F1dat. f1d） 

 
※ 旧実行データと旧実行ファイルは本来は違うものだが、本書では厳密に区別しないで

使用している  

 

旧 保 存 データ 保 存 された旧 実 行 データ 

旧 保 存 ファイル 旧 実 行 データを圧 縮 して保 存 したファイル（拡 張 子 は.lzh） 

旧 保 存 ファイル名  旧 保 存 ファイルのファイル名  

 
※ 旧保存データと旧保存ファイルは本来は違うものだが、本書では厳密に区別しないで

使用している 
 

 

新 実 行 データ VUP02 形 式 の入 力 データ 

新 実 行 ファイル 新 実 行 データが記 録 されたファイルで、VUP02 が実 行 時 に直 接 使 用 するファイ

ル。計 算 結 果 も記 録 されている 

新 実 行 ファイル名  新 実 行 ファイルのファイル名 （ファイル名 は F1dat02.f1d） 

 
※ 新実行データと新実行ファイルは本来は違うものだが、本書では厳密に区別しないで

使用している  

 

新 保 存 データ 保 存 された新 実 行 データ 

新 保 存 ファイル 新 実 行 データを圧 縮 して保 存 したファイル（拡 張 子 は.lzh） 

新 保 存 ファイルと旧 保 存 ファイルの違 いは、新 保 存 ファイルの頭 には”V02_”が

付 けられています。これはデータを保 存 するときに自 動 的 に付 けられる 

新 保 存 ファイル名  新 保 存 ファイルのファイル名  

 
※ 新保存データと新保存ファイルは本来は違うものだが、本書では厳密に区別しないで

使用している 
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2.メインメニュー画 面 の表 示 について 

 

２.1 メニューバーとメニュー 

 

まずプログラムを立 ち上 げて、最 初 に表 示 されるメインメニュー画 面 のメニューバーが少 し変 わりま

した。 

 

ここではメニューバーおよびメニュー項 目 について、旧 タイプと新 タイプを比 較 しながら説 明 します。 

な お 、 特 別 に 断 ら な い 限 り 左 側 が 「 旧 タ イ プ （ VUP02 以 前 ） 」 の も の で 、 右 側 が 「 新 タ イ プ

（VUP02）」のものとなっています。 

 

メニューバーそのものは、下 図 のようにほとんど同 じものです。 

内 容 も、2 項 目 では[基 礎 データ作 成 ]と[編 集 ]のように表 現 に違 いはありますが、基 本 的 には同 じ

内 容 となっています。 

詳 細 は「2.1.2 編 集 」（ｐ.8）を参 照 してください。 

 

 

 

 

 
旧タイプのメニューバー 新タイプのメニューバー 

 

 

メニューバーに表 示 されているそれぞれの項 目 をメニューグループとします。 

メニューグループは、例 えば新 タイプのメニューバーでは [ﾌｧｲﾙ]、[編 集 ]、[実 行 ]、[設 定 ]を指 し

ます。 

以 下 に VUP02 になって変 更 等 があり、説 明 の必 要 があるメニュー項 目 の機 能 を、メニューグルー

プ毎 に説 明 します。 

 

 

2.1.1 [ファイル] 

 

VUP02 で追加されたメニュー項目 

基本的な機能は同じで操作上の変更はないが、VUP02 で

旧バージョンのデータを読込んだときの内部処理が拡張さ

れている 
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ここでは、{データを開 く…}以 外 は、表 示 は違 っていても機 能 は変 更 されていません。 

 

また、VUP02 では 6 項 目 に{BST-GTMⅡのデータを読 込 む…}という項 目 が新 たに追 加 さ

れていますが、この追 加 機 能 から BST-G89TMⅡの計 算 結 果 から支 点 反 力 データを読 み込

むことができます。 

以 下 にこの機 能 について説 明 します。 

 

 

a. [ﾌｧｲﾙ]→{データを開 く} 

 

旧 保 存 データの使 用 について 

 

保 存 されたデータを読 み込 み、実 行 データとする機 能 ですが、VUP02 では基 本 的 に新 デ

ー形 式 を使 用 するように作 られているため、旧 保 存 データをそのまま使 用 することはできませ

ん。旧 保 存 データと新 保 存 データは形 式 が違 うのがその原 因 です。 

 

そこで VUP02 では｛データを開 く｝で指 定 された保 存 ファイルが旧 保 存 ファイルの場 合 は、

それを VUP02 用 の新 実 行 データ（F1dat02.f1d）に変 換 し、続 いてその新 実 行 データを新 保

存 データとして自 動 的 に保 存 するようにしました。 

なお、保 存 する時 のファイル名 は、旧 保 存 ファイルメイの頭 に ”v02_” を付 けたファイル名

となっています。 

これで次 からは、新 保 存 ファイルを開 けば新 実 行 データとして読 み込 むことができます。 

 

 注 意  

 最 初 に読 み込 んだ旧 保 存 データはそのまま残 していますので、お客 様 が不 要 であると

判 断 できましたら、必 要 に応 じて削 除 してください。  

 なお、BST-F1.02 ではお客様が再び旧保存データ読込を指示しない限り、BST-F1.02 自体は旧保

存データを必要としないし、使用もしませんので、削除するかどうかはお客様の判断で決定してくだ

さい。 
 

 

 

旧保存データ 

\BST-F1\\保存ホルダ\○○○邸新築工事.lzh 

\B

新保存データ 

新実行データ 

読み込み 

データ変換 

\BST-F1\DAT\f1dat02.f1d

自動的に新形式

で保存する 

ST-F1\\保存ホルダ\V02_○○○邸新築工事.lzh
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b. [ﾌｧｲﾙ]→{BST-GTMⅡのデータを読 込 む…} 

 

この機 能 は VUP02 で新 しく追 加 された機 能 です。 

この機 能 により、B S T- F 1 . 0 2 を BST-G89TMⅡの拡 張 機 能 のように使 用 することができ、大 変

便 利 に基 礎 の計 算 ができるようになりました。 

 

B S T- F 1 . 0 2 を使 えば、この機 能 を実 行 するだけで、基 礎 の設 計 をする際 に必 要 だった応 力

の拾 い出 しや転 記 、そして計 算 のための入 力 といった一 連 の煩 雑 な作 業 を全 て省 略 し、そ

れらを一 瞬 で素 早 くミス無 く済 ませてしまうことができる、非 常 の便 利 な機 能 です。 

操 作 等 の詳 細 は○○○を参 照 してください。 

 

 

2.1.2 [編 集 ] 

 

このメニューグループ名 は[基 礎 ﾃﾞｰﾀ作 成 ]から[編 集 ]に変 更 されていますが、基 本 的 なメ

ニュー機 能 は同 じです。 

以 下 に項 目 ごとの説 明 をします。 

 
この項目は、項目名が変更されているだけではなく、VUP02 で使用

できる単位が SI 単位のみになったことに伴って、ここでの入力内容も

変更されている 

（2.1.2 a [編集]→{工事名・ファイル名の修正}参照(p.9)） 

ここは入力されている基礎データの一部を削

除するための機能だが、旧バージョンでは 1

データづつしか削除できないが、VUP02 では

複数行のデータをまとめて削除することができ

る（2.1.2 b [編集]→{選択中のデータを削除}

参照(p.9)） 

入力されている基礎データが{BST-GTMⅡの

データを読込む…}で読み込まれたﾃﾞｰﾀの場

合、ここは正規に表示され、有効になる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
入力されている基礎データが通常の「個別に

入力されたデータ」の場合、表示が薄くなり、

この機能は使えない状態になる 
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a. [編 集 ]→{工 事 名 ・ファイル名 の修 正 } 

 

この機 能 は、旧 バージョンの{工 事 名 の修 正 }が VUP02 になって{工 事 名 ・ファイル名 の修

正 }へ変 更 されたものですが、名 称 だけではなく機 能 も一 部 変 更 されています。 

これは、旧 バージョンでは SI 単 位 の他 に CGS 単 位 も使 用 できましたが、VUP02 になって使

用 できる単 位 系 は SI 単 位 のみになったことに因 ります。 

これに伴 って、下 図 のように入 力 ダイアログが変 更 されています。 

 

 

旧バージョン 

旧バージョンでは使用単位の指定

ができたが…  

VUP02 では使用単位は SI 単位のみ

となり、指定はできなくなった 

新バージョン(VUP02) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. [編 集 ]→{選 択 中 のデータを削 除 } 

 

旧 バージョンの{基 礎 データの個 別 削 除 }は、VUP02 になって{選 択 中 のデータを削 除 }へ変

更 されていますが、名 称 だけではなく機 能 も拡 張 されています。 

 

入 力 されている基 礎 データで不 要 なデータを削 除 する場 合 、旧 バージョンでは１データ（1

行 ）ずつしか削 除 できませんでした。しかしこれでは削 除 したいデータが複 数 行 あった場 合 、 

 

「削 除 データ選 択 」→[基 礎 データ作 成 ] →{基 礎 データの個 別 削 除 }→<OK> 

 

の操 作 を削 除 したいデータの行 数 分 繰 り返 さなければいけません。これはかなり煩 雑 な作 業

となります。 

 

そこで今 回 の VUP02 では、不 要 なデータを削 除 する場 合 、それが複 数 データ（複 数 行 ）あ

っても、連 続 して入 力 されていれば一 度 で削 除 できるように改 善 しました。 

これにより不 要 な基 礎 データが複 数 行 あっても、削 除 作 業 は大 幅 に短 縮 され簡 単 になりま

した。 
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これを VUP02 ではリスト表 示 で複 数 行 の選 択 ができるように機 能 アップしたことで可 能 となりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データを削除する時、旧バージョンでは右図の

ように、削除するデータの選択が 1 行ずつしかで

きませんでした。 

ここでは、右図のようなデータがあ

って、操作例として、その中の 3 行

目から 5 行目までの 3 行のデータ

を削除してみます。 

まず削除する最初の 3 行目を左

クリックします。これは 3 行目内で

あれば、図のように左端のタイトル

部でなくても、どこでもかまいませ

ん。 

旧バージョンでは、このように 1 行ず

つしか選択できなかった 

これから削除しようとする範囲 

3 行目をクリック 

これで左図のように 3 行目から 5

行目までが選択できます。 

次に削除範囲の 5 行目を指定す

るのですが、この時<Shift>キーを

押したままマウスボタンを左クリッ

クしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 行目を指定する時は<Shift>+左クリックとする
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削除範囲の指定ができたら、次

は メニューから[編集]→{選択中

のデータを削除}とします。 

 

（削除を中止する場合は、ここで<ｷｬﾝｾﾙ>をクリッ

クしてください） 

これで 2 行目から 5 行目までの 3 行のデータが 1

度で削除できます。 

削除確認のダイアログが表示されますので<OK>

をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図は削除された結果です。 

3～5 行までのデータが削除されている 

 

 

 

 

c. [編 集 ]→{BST-G89TMⅡから読 込 んだデータの整 理 } 

 

{BST-G89TMⅡから読 込 んだデータの整 理 }は BST-G89TMⅡからデータを読 み込 んだ

時 、設 計 用 基 礎 名 を設 定 し、データをグループわけをする、必 ず行 わなければいけない必

須 操 作 です。 

詳 細 な内 容 につきましては、後 述 の「3. [編 集 ]→{BST-G89TMⅡから読 込 んだデータの

整 理 }」を参 照 してください。 
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2.1.3  [実 行 ] 

 

a. [実 行 ]→{計 算 結 果 の表 示 ・印 刷 } 

 

この機 能 も VUP02 では、表 示 のための操 作 や計 算 結 果 の出 力 内 容 も含 めて、大 幅 に見

直 され、より使 いやすいものとなりました。 

基 礎 の計 算 結 果 は、基 礎 断 面 図 や配 筋 図 も出 力 されるようなりました。 

 

詳 細 に付 きましたは「6. 計 算 結 果 の表 示 」(p.37)を参 照 してください。 

 

 

2.1.4 [設 定 ] 

 

a. [設 定 ]→{出 力 用 ﾌｫﾝﾄ設 定 } 

 

ここでは計 算 結 果 の表 示 や印 刷 出 力 で使 用 するフォントの設 定 ができるようになりました。 

それでは早 速 操 作 に入 ります。 

 

 メニューから 
 [設定]→{出力用ﾌｫﾝﾄ設定}と進

み、クリックします。  

 

 

 

 

 

 ﾌｫﾝﾄ設定画面が表示されます。
 

 バックカラーが薄黄色になってい

るのは、現在使用しているフォント

です。 

 

 

 
画面に表示されているのは、既に

登録されている「ﾌｫﾝﾄセット」で

す。 

 

 

 
色々と試してみた結果、この範囲

のセットを使うのが妥当だという事

が分かりました。 

 

 

 

 従って、フォントセットを変えてみる場合でも、この範囲の中から選ぶ範囲でないと、紙面の関係

でうまく出力されませんので、予め承知しておいてください。 
 
しかしながら、そうではあっても機能として、フォントセットの設定はできることには違いありま

せん。 
ということで、一応操作方法について説明いたします。 
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① 
② 

このボタンをクリックする 
選択するフォントセットの行

をクリックし 

まず、変更するフォントセットを、既

存のフォントセットの中から選ぶの

であれば、左図のように、選択す

るフォントセットの行をクリックし（左

図では 4 行目のセット）、<このフォ

ントセットを使う>ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
それを確認して<登録>ボタン

をクリックする 

選択された印として、この行のバッ

クカラーが薄黄色になる 

 
すると選択したフォントセットの行が

左図のように薄黄色になります。こ

れで、この行が選択されたことが確

認できますので、<登録>ボタンをク

リックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
既に登録されている別のフォントセットを選択し直すだけではなく、その内容

までも変更する場合、またはまったく空欄の行に新たにフォントセットを作成

する場合の操作を説明します。 

 

 

 
説明は「既に用意されてるフォントセット（3 行目）の内容を変更し、それを新し

いフォントセットとし、使用登録する」という前提で行います。 
 

 

 

 

① 

 
まづ、3 行目をクリックします。 

 
 

 
そしてカーソルが 1 項目の「フォン

ト」の枠をクリックし（①）、 
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② 

次に右側のフォント群の中から使

いたいフォントを選択します。 

 

 

ここでは左図のように「MSP ゴシッ

ク」から「MSP 明朝」へ変更すること

にしますので、右側のフォント群の

中から「MSP 明朝」を選択し（②）、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ④ 

 <フォントの指定>をクリックします

（③）。  

  
 すると左側の表のフォントの項に、

今選択した「MSP 明朝」の文字が

入力されます（④）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

フォントサイズは「タイトル文字」、

「一般文字」、「添字」と分かれてい

ますが、変更しようとする「文字」の

入力枠をクリックし（⑤）、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

⑦ 

そこに変更したいフォントサイズを

直接入力、例えば 11（ポイント）の

ように入力します（⑥）。 

 

 

 
  
その後、<このフォントセットを使う>

ボタンをクリックしてください（⑦）。
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すると左図のように 3 行目が薄黄

色になり、この行が選択されたこと

が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

そして、最後に<登録>ボタンをクリ

ックして登録を完了します（⑧）。 
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2.2 基 礎 リストの表 示 について 

 

VUP02 では入 力 されている基 礎 データの種 類 が 2 種 類 あります。 

それは、 

1）従 来 どおり直 接 基 礎 データを入 力 したの場 合  

2）BST-G89TMⅡからデータを読 み込 んだ場 合  

の２種 類 です。 

 

これらは入 力 されている性 格 も違 うため、入 力 データのリスト表 示 ではその表 示 項 目 を変 える必

要 がありました。 

下 記 にそれぞれのデータ形 式 での表 示 画 面 を紹 介 しますので、確 認 しておいてください。 

 

a. 直 接 入 力 したデータの時 の項 目 表 示  

 

（この画面は、従来のように基礎データが「直接入力」された状態のものです）

今は基礎データが「直接入力」され

た状態なのでここに何も表示され

ていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. BST-G89TMⅡから読 み込 んだデータの時 の項 目 表 示  

 

通常の直接入力したデータのときと、主にこ

の部分の表示項目が違っている 

データが現在の BST-G89TMⅡから読込まれたものの時は、

このように表示される 
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3. BST-G89TMⅡの計 算 結 果 から支 点 反 力 を読 み込 む 

 

3.1 機 能  

 

今 回 の VUP02 で「1.1.1 b.  [ﾌｧｲﾙ]→{BST-GTMⅡのデータを読 込 む…}」にもあるように、

B S T- F 1 は BST-G89TMⅡの計 算 結 果 から支 点 反 力 を読 み込 み、自 動 的 に B S T- F 1 . 0 2 用 のデ

ータを作 成 することができるようになりました。 

 
これにより、BST-G89TMⅡの補 助 計 算 としての基 礎 計 算 が大 幅 に短 縮 できるようになりまし

た。 

 

これはメニューの 

[ﾌｧｲﾙ]→｛BST-GTMⅡの出 力 データを読 込 む｝ 

から実 行 することができます。 

 

 

 

 

 

 

また、読 み込 んだデータは計 算 前 に基 礎 名 をつけてグループ化 をしたり、グループ毎 の基 礎

サイズや、必 要 に応 じて配 筋 条 件 を入 力 しなければいけませんが、これらの内 、 

 

a. グループ化 と基 礎 形 式 （直 接 基 礎 /杭 基 礎 ）の指 定 は後 述 の「4. BST-G89TMⅡから読 込

んだデータの整 理 」(p.21)を参 照 してください。 

 

b. それ以 外 の、基 礎 のサイズや配 筋 条 件 やその他 詳 細 な設 計 条 件 は個 別 の基 礎 データの入

力 で行 ってください。 

 

 

3.2 操 作  

 

3.2.1 実 際 の操 作 説 明 の前 に 

 

まず BST-G89TMⅡのデータを読 込 むための実 際 の操 作 説 明 の前 に、画 面 の説 明 からし

ます。 

 

画 面 は基 礎 データが直 接 入 力 されたデータの場 合 からはじめます。 

従 って、開 始 時 の画 面 はした図 のようになっています。 

これは基礎データのリスト表示が、直接入力したものと BST-G89TMⅡから読込ん

だものとの違いを説明するために、このようにしました。 
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BST-G89TMⅡのデータを読込む前

の状態です。 

ここでは基礎データが従来のように、

直接入力したものと BST-G89TMⅡ

から読込んだものとの違いを説明す

るためにも、最初の状態を従来のよう

に基礎データが「直接入力」された

状態からはじめます。 

（この画面は、従来のように基礎データが「直接入力」された状態のものです）

BST-G89TMⅡのデータを読込んだ後の表示項目

についは、本説明の最後の画面（13 ﾍﾟｰｼﾞ）参照 

今は基礎データが「直接入力」された状態なのでこ

こに何も表示されていない 

BST-G89TMⅡのデータを読込んだ後の表示項目

についは、本説明の最後の画面（13 ﾍﾟｰｼﾞ）参照

今は基礎データが「直接入力」された状態なので

項目表示がこのようになっている 

 

 

 

 

3.2.2 操 作 説 明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ﾌｧｲﾙ]→{ BST-GTMⅡのデータ

を読込む}をクリック 

そ れ で は こ こ で [ メ ニ ュ ー ] か ら

{ BST-GTMⅡのデータを読込む}をク

リックします。 

 

 

 

 

<OK>をクリックして作業を続けます。

確認画面が表示されます。 
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BST-G89TMⅡのデータは一瞬で読み

込まれ、いきなり読み込んだデータの整

理画面が表示されます。 

 

通常はこのままここで基礎名をつけたり

（グループ分け）基礎の種類（直接基礎

/杭基礎）の指定等をします。 

しかしここでは「BST-G89TMⅡのデータ

を読み込んだ」、ということで一端作業を

終了し、メインメニュー画面に戻ることに

します。 

 

なおここでの詳細な作業につきまして

は、後述の「4. BST-G89TMⅡから読

込んだデータの整理」(p.21)を参照して

ください。 

<終了>をクリックし、 

メインメニュー画面に戻る 

※「仮名称」は読込んだデータを目視での区別

のために用いられるのみ 

読込んだときに仮に付

けられた基礎名 

BST-G の「P-3 階名称」「P-4 軸名称」

で入力されている名称による位置表示

BST-G の表現方法による基礎（支点）の

位置表示 

杭基礎が有る時は、後述の「4.BST-G89TMⅡ

から読込んだデータの整理」(p.21)で修正を

行う 

BST-G89TMⅡからデータを読み込む時は、基

礎種別について何の情報もないので、取り敢

えず全て「直接基礎」として読み込まれる 

詳細は、後述の「4 BST-G89TMⅡから読込んだデータの

整理」(p.21)を参照 

ここに設計用の基礎名を入力することにより、データは同一

基礎名ごとに自動的にグループ分けされる。 
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BST-G89TMⅡのデータを読み込ん

で戻ってきた、メインメニューの画面

です。 

通常の直接入力したデータのときと、主にこ

の部分の表示項目が違っている 

データが現在の BST-G89TMⅡから読込まれたものの時は、

このように表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、基礎データが BST-G89TMⅡから読み込んだデータの場合（上図）と通常通

り直接入力した場合（下図）では表示内容が違うことがお分かりになったでしょうか。  

 

 

 

 

 

 
直接入力されたデータの場合 
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4. [編 集 ]→{BST-G89TMⅡから読 込 んだデータの整 理 } 

 

4.1 機 能  

この機能は、VUP02 で新たに追加した機能ですが、入力されている基礎データが BST-G89TMⅡから読み

込まれたデータの場合にのみ使用できる機能です。 

従 って VUP02 にバージョンアップしていても、入 力 されているデータが従 来 のように直 接 入 力

されたものの場 合 、この機 能 は使 用 できません。 

 

入力されている基礎データが BST-G89TMⅡから読み込まれたデータかどうかは、下図の赤線で囲まれた

部分を見れば分かります（BST-G89TMⅡからのデータの読み込みは、「3. BST-G89TMⅡの計算結果から

支点反力を読み込む」(ｐ.17)を参照してください）。 

 

 
この部分に注目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 グループ化 について 

 

BST-G89TMⅡから読 み込 んだデータは、そのままでは計 算 できません。 

 

その理 由 は 

１） 読 み込 んだだけでは「設 計 用 基 礎 名 」が付 いていない（仮 基 礎 名 は BST-G89TMⅡか

ら支 点 反 力 を読 み込 んだとき、順 番 に付 けられた仮 の呼 称 で、設 計 用 の基 礎 名 では

ありません） 

２） 少 なくとも基 礎 のサイズや実 際 の断 面 設 計 に必 要 なデータで入 力 されていない項 目

のデータが入 力 されていない 

といったことが主 な理 由 です。 

 

こ れ か ら こ こ で 説 明 す る の は 、 上 記 の 内 、 主 に 1 ） に 関 す る 設 定 を す る た め の も の で 、

BST-G89TMⅡからデータすを読 み込 んだら、まずしなければいけない、重 要 な設 定 ですので、

必 ず行 ってください。 

 

ここで行 う設 定 は、先 にも書 いたように、BST-G89TMⅡから読 込 んだ支 点 反 力 データから、そ

れぞれの支 点 に基 礎 としての名 前 、つまり「設 計 用 基 礎 名 」をつけてグループ化 することです。 

 

グループ化 とグループ化 の後 の処 理 流 れは以 下 のようになります。 

 

① BST-G89TMⅡから読 込 んだデータに対 して、同 じ設 計 用 基 礎 名 を複 数 の基 礎 につける

ことができます。 

② タイプ（直 接 基 礎 と杭 基 礎 ）が違 う基 礎 に同 じ設 計 用 基 礎 名 をつけることはできません。
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つまり、同 じグループの基 礎 とすることはできません。 

③ 同 じ設 計 用 基 礎 名 が付 けられた基 礎 は、以 降 同 じグループの基 礎 として扱 われます。 

④ 同 じグループの基 礎 は､応 力 以 外 の石 灰 条 件 に関 するデータは、全 て同 じ値 を共 有 する

こととなります。 

⑤ 従 って、個 別 に基 礎 の詳 細 データを入 力 したり（例 えば基 礎 サイズ等 ）、また入 力 済 みの

データを変 更 した場 合 、その基 礎 の応 力 を除 く全 ての設 定 値 、設 計 条 件 は、自 動 的 に

同 じグループの全 ての基 礎 にも書 き込 まれ、更 新 されます。 

⑥ 基 礎 の断 面 設 計 は、グループ化 に関 係 なく、一 度 全 ての基 礎 に対 して行 われますが、最

終 的 に出 力 されるのは、グループ毎 に最 も不 利 な条 件 となっているものを 1 つだけ出 力 し

ます。 

 

勿 論 、自 動 的 に読 み込 んだ支 点 データ全 てに違 う「設 計 用 基 礎 名 」をつけて、全 基 礎 の計 算

と出 力 をすることもできます。 

 

それでは{BST-G89TMⅡから読 込 んだデータの整 理 }で「設 計 用 基 礎 名 」をつけ、そしてグルー

プ化 する、ということがお分 かりいただけたと思 いますので、操 作 の実 際 に移 ります。 

 

 

4.3 操 作  

 

では BST-G89TMⅡから支 点 反 力 データが読 み込 まれた状 態 から「データの整 理 」について

の説 明 をします。 

本 書 16 ﾍﾟｰｼﾞの「2. BST-G89TMⅡの計 算 結 果 から支 点 反 力 を読 み込 む」で、データを読

み込 みに付 いて説 明 してますが、ここでの説 明 は、その読 み込 み終 了 後 の画 面 からはじめま

す。 

 

BST-G89TMⅡからデータを読み込んだ直後なので「仮基礎名」は表示されていますが、まだ「設計用基礎

名」は空欄のままです。 

これから「設計用基礎名」を入力し、データをグループ分けする作業をしてゆきます。 
 

 

 

つまり、まだグループ分けされてない 

BST-G89TMⅡからデータを読み込んだ直

後なので「設計用基礎名」は空欄になってい

る 

この画面から、  
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メニューで、[編集]→{ BST-G89TMⅡのデ

ータを読込む}と進み、クリックします。 
 

 

 

 
作業画面が表示されます。 

 

 

 

作 業 画 面 が表 示 されます。 

ここで画 面 の説 明 をしておきます。 

 

表示の実行は<荷重内訳を表示>

をクリック 

上表の基礎ﾃﾞｰﾀリストの中で指定

された基礎の荷重状態を表示する

スペース 

BST-G89TMⅡでの工事名 BST-G89TMⅡから読み込んだ

基礎（支点）ﾃﾞｰﾀリスト 

これらのボタンは、実際の操作説明

の中で説明 

ここでの作業を終了し、メインメニュ

ー画面に戻る 

表示されている荷重内訳をクリアす

る実行するボタン 

<荷重内訳を表示>を実行するボタン 
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4.3.1 基 礎 の荷 重 状 態 が知 りたい時  

 

各 基 礎 の荷 重 状 態 （支 点 反 力 ）が知 りたい時 の操 作 を説 明 します。 

 

a. 一 つの基 礎 の荷 重 状 態 の表 示  

 

③ 

以上で目的の基礎の荷重内訳が表示される

② <荷重内訳表示>をクリック

① 

見たい基礎の行をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASD Laboratory 
 -24-



BST-F1 .02  

 

 

 表示された荷重内訳を

クリアする時は、  

 

 

 

 

 
<クリア>ボタンをクリック

④  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クリアされた 

⑤  
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ｂ. 複 数 行 の基 礎 の荷 重 状 態 をまとめて表 示  

 

ここでは表示例として、3 行目から 5 行目までの 3 行分の基礎の荷重状態を表示してみます。 

 

選択開始行の 3 行目を、マウスの左

ボタンでクリックする 

選択範囲 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、もう一方の選択終了行の 5 行目を、Shft キーを

押したままマウスの左ボタンでクリックする 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで表示範囲は選択できたので、<荷重内枠表示>

ボタンをクリックする 
③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

④

これで 3 行目から 5 行目までの 3 行分の

基礎の荷重状態が表示された 

表示し切れてない部分はス

クロールして表示させる 
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4.3.2 設 計 用 基 礎 名 をつける 

 

a. 一 つまたは複 数 の基 礎 に（まとめて）設 計 用 基 礎 名 をつける 

 

次 は、設 計 用 基 礎 名 （以 下 、基 礎 名 とします）を付 けて、BST-G89TMⅡから読 み込 ん

だデータをｸﾞﾙｰﾌﾟ化 します。 

 

説 明 は、2 行 目 から 5 行 目 までの 4 つの基 礎 に「F1」という基 礎 名 をつける操 作 で説 明

します。 

 
選択範囲の開始行をクリックする(左ボタン) 

 

 
①  

 

 

 

 

 

 

 選択範囲の終了行を shift キーを

押したままクリックする(左ボタン) 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 
選択範囲の終了行を shift キーを

押したままクリックする(左ボタン)
 

  

 

 

 

 

 ③ 
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ここに基礎名を

入力する 

ここで基礎タイ

プを指定する 

すると、基礎名・基礎タイプを入力する画面

が表示されます。 
ここでは基礎名（設計用基礎名）と基礎タイ

プを指定することができます。 
 
ここでは基礎名として「F1」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

基礎名

する 

として「F1」と入力
 

 

 

 

② 

基礎タイプは「直接基

礎」のまま <登録>ボタンをクリックす

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定した範囲の基礎名が「F1」になり、グループ番号が「1」のなっているのを確認してください。 

 

 

基礎名は「F1」に

なっている 
基礎ｸﾞﾙｰﾌﾟは「１」

になっている 
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ｂ. 既 にグループ化 されている基 礎 のグルーを変 更 する 

 

先に 2 行目から 5 行目の基礎に「F1」と基礎名を指定したが、この中の一部を含め別のグループを作成

してみます。 

ここでは説 明 のため、5 行 目 から 7 行 目 までの基 礎 を「F2」として登 録 ます（この範 囲 内 には

5 行 目 の基 礎 が既 に「F1」グループに登 録 されています）。 

 
先の操作で基

になっている 
礎名は「F1」（グループ１）

既に設定されている基礎も含めて、5 行目から 7 行目までの基

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
礎名を「F2」にする  

 

 

 

 

 

 

 

それでは操 作 開 始 です。 

 
設定範囲の最初の 5 行目を左クリックし 

 

 

 

 

 

<ｸﾞﾙｰﾌﾟ化>ﾎﾞﾀﾝをクリックする

① 

② 
③

 
 

 

 

 

 

 
設定範囲の最後の 7 行目を Shift+左クリックでまとめ選択し、  
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基礎名・基礎タイプの入力

画面が表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

<登録>ボタンをクリックする 

④ 

⑤ 

基礎名「F2」を入力し、 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計基礎名は「F2」になり、ｸﾞﾙｰﾌﾟは「2」

になっている 

｛BST-G89TMⅡから読み込んだデータ

の整理｝を終了します 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ化 の操 作 説 明 は一 端 終 了 しメインメニュー画 面 に戻 ります。 

<終 了 >ボタンをクリックしてください。 
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グループ１の基礎 

グループ 2 の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインメニュー画 面 に戻 るとグループ分 けされているのがわかると思 います。 

 

以 上 で｛BST-G89TMⅡから読 み込 んだデータの整 理 ｝での操 作 説 明 を終 わります。 

お分 かりのように、｛BST-G89TMⅡから読 み込 んだデータの整 理 ｝での操 作 は至 って簡 単

なものすから、色 々と試 してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASD Laboratory 
 -31-



BST-F1 .02  

5. 基 礎 データの入 力 画 面   

 

5.1 直 接 入 力 したデータと BST-G89TMⅡから読 み込 んだデータの違 い 

 

先 にも説 明 しましたように、B S T- F 1 . 0 2 のデータ形 式 は 2 種 類 あります。 

「直 接 入 力 したデータ」と「BST-G89TMⅡから読 み込 んだデータ」です。 

 

データ作 成 での大 きな違 いは、「BST-G89TMⅡから読 み込 んだデータ」の場 合 は「グループ

化 をする」というところにあります。 

その他 にも違 いはありますが、それらはプログラムの内 部 的 な事 柄 で、お客 様 が直 接 関 与 しな

ければいけない点 ではありませんのでご安 心 ください。 

 

しかし上 記 の「グループ化 」そ以 外 の基 礎 に関 する詳 細 な入 力 等 は、どちらのデータ形 式 も

同 じです。 

 

以 下 に、直 接 基 礎 と杭 基 礎 の入 力 画 面 および入 力 項 目 について、簡 単 に紹 介 をしますので、

ご覧 になり確 認 してください。 

 

5.2 直 接 基 礎 の入 力 画 面  

 

a. 「メイン」入 力 画 面  

 

入 力 画 面 は[メイン画 面 ]と[詳 細 画 面 ]の 2 面 に別 れています。 

 

・ ここでは[メイン画 面 ]の紹 介 です。 

・ メイン画 面 は設 計 応 力 、基 礎 のサイズを入 力 します。 

・ 柱 型 の位 置 は、基 本 的 に底 面 の中 央 に設 定 されています。 

・ 柱 型 の位 置 が底 面 の図 心 にない時 は「偏 心 位 置 指 定 」でその偏 心 位 置 を入 力 します。 

・ メモは 120 文 字 まで入 力 できますが、印 刷 対 象 ではありません。入 力 したデータのメモと

してお使 いください。 

 柱型の位置が底面の図心にない時

は「偏心位置指定」でその偏心位置

を入力する（この状態は中心指定と

なっている） 
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柱型の位置が

はこのように

偏心位置を入力する 

 底面の図心にない時

「中心位置指定」を外し、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ. 「詳 細 」入 力 画 面  

 

ここでは[詳 細 画 面 ]の紹 介 です。 

 

・ VUP02 では設 計 配 筋 の指 定 ができるようになりました。 

・ ここを構 造 図 での配 筋 と同 じ条 件 にしておくと、計 算 結 果 は設 計 配 筋 の指 定 条 件 で出

力 されますんで、結 果 として構 造 図 と計 算 書 の結 果 が同 じになります。 

・ また、ここでの入 力 により計 算 結 果 の出 力 で、配 筋 図 も出 力 することができるようになりま

した。 

 

 

 

 

入力項目の説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ここで「設計配筋」を指定

する  
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5.3 杭 基 礎 の入 力 画 面  

 

a. 「メイン」入 力 画 面  

 

杭 基 礎 でも直 接 基 礎 と同 様 に、入 力 画 面 は [メイン画 面 ]と[詳 細 画 面 ]の 2 面 に別 れてい

ます。 

 

・ ここでは[メイン画 面 ]の紹 介 ですが、基 本 的 には「直 接 基 礎 」と同 じですので割 愛 します。

入 力 画 面 をご覧 になり確 認 してください 

 
杭本数はここで指定する 

の種類はここで指定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ. 「詳 細 」入 力 画 面  

 

杭 基 礎 の詳 細 画 面 ですが、直 接 基 礎 と同 じです。 
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5.4 その他  

 

ここでは、<現 状 記 録 終 了 >ボタン、<登 録 >ボタンおよび<複 製 >ボタンの三 つのボタンについて

簡 単 に説 明 します。 

 

5.4.1 <現 状 記 録 終 了 >ボタン 

 

 

 

 

 

この機 能 は VUP02 で追 加 された機 能 です。 

 

旧 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝを含 めて、基 本 的 に B S T- F 1 では入 力 画 面 を終 了 する時 には、入 力 データの内

容 をチェックし、OK であれば記 録 して終 了 する、という処 理 をしています。 

 

しかし、入 力 作 業 を終 了 するときは、例 えば「急 用 で取 り敢 えず作 業 を終 了 しなければいけ

ない」場 合 もあります。 

そんな時 には殆 どの場 合 、データチェックで警 告 が出 てもその場 で対 処 できないことが殆 ど

です。 

 

そこで VUP02 では新 たに<現 状 記 録 終 了 >ボタンを設 けました。 

このボタンをクリックすると、入 力 データのチェックをすることなく、とにかく現 状 を記 録 して入

力 画 面 を終 了 しますので、取 り敢 えず、急 ぎ入 力 作 業 を終 らせる時 には非 常 に便 利 な機 能

です。 

 

 

5.4.2 <登 録 >ボタン 

 

 

 

 

 

このボタンは上 記 の<現 状 記 録 終 了 >ボタンとは違 って、入 力 データの内 容 をチェックし、不

備 な点 や不 整 合 な点 があれば警 告 文 を出 し、修 正 を促 します。 

従 って、<登 録 >ボタンを使 って入 力 作 業 を終 えるには、データが正 しく、過 不 足 なく入 力 さ

れている必 要 があります。 
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5.4.3 <複 製 >ボタン 

 

この機 能 は VUP02 で追 加 された機 能 です。 

この機 能 を使 うと、応 力 以 外 のデータは同 じ内 容 の新 規 基 礎 データが作 成 されますので、

非 常 に便 利 です。 

 

この機 能 を使 うと、現 在 入 力 中 のデータは、 

取 り敢 えず<現 状 記 録 終 了 >ボタンと同 じ処 理 で記 録 され、 

応 力 を除 いて、他 のデータは全 て同 じ内 容 のデータが新 規 作 成 されます。 

このとき基 礎 名 は現 在 入 力 していたデータの基 礎 名 に「の複 製 」が付 けられた基 礎 名 に

なる。 

例 えば複 製 もとの基 礎 名 が「F1」の時 は複 製 されたデータは「F1 の複 製 」という名 称 にな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<複製>ボタンをクリック 

 

 

基礎名は「F1 の複製」となっ

ている 

メッセージ画面がひょうじされ

るので<OK>ボタンをクリック

する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これで複製は作られました 
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6.  計 算 結 果 の表 示  

 

6.1 テストデータについて 

 

計 算 結 果 の表 示 内 容 が変 更 されました。 

 

ここでは、下 記 メインメニュー画 面 のように、直 接 入 力 された基 礎 データの計 算 をし、その結 果

を表 示 させる設 定 で説 明 します。 

 

ここで使 用 するデータは、直 接 データ×１、杭 基 礎 ×2、合 計 3 データの構 成 となっています。 

テストデータの内 容 に関 しては、故 意 にエラーが発 生 するようにしたりしていますので、計 算 が

終 了 する程 度 の考 察 しかしていないので、非 現 実 的 な値 が使 用 されている場 合 もありますが、

予 めご了 承 ください。 

 

 

 

杭基礎×2 

直接基礎×1 

テストデータ 
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6.2 操 作  

 

6.2.1 表 示 画 面 が表 示 されるまで 

 

一 度 計 算 をして、その後 入 力 データの変 更 等 がされていない場 合 は、メニューから直 接

[実 行 ]→｛計 算 結 果 の表 示 ・印 刷 ｝とすれば結 果 が表 示 されます。 

 

 

計算後、入力データの変更がされていなければ、｛計算開

始｝をしなくても直接｛計算結果の表示・印刷｝で結果を表

示できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、表 示 直 前 にデータが変 更 されたりしている場 合 は、「まだ計 算 されていません」とい

う警 告 文 が表 示 されますので、その時 は上 図 のように｛計 算 開 始 ｝をクリックして計 算 をしてく

ださい。 

 

 

一 度 計 算 をして、その後 入 力 データの変 更 等 がされていない場 合 は、メニューから直 接

[実 行 ]→｛計 算 結 果 の表 示 ・印 刷 ｝とすれば結 果 が表 示 されます。 

 

 

メニューから[実行]→{計算開始}と進み、

クリック 
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｛計 算 実 行 ｝をした場 合 、計 算 は一 瞬 で終 わります。 

そして、その旨 メッセージ画 面 が表 示 されますので、<OK>をクリックしてください。 

 

 

<OK>をクリック
 

 

 

 

 

これで計 算 結 果 を表 示 する画 面 が表 示 されます。 

この表 示 画 面 の説 明 は次 ページにあります。 

 

 

※ エラーレポートにエラー（赤文字）が表示されていますが、サンプルデータ、サンプル画面の

状態にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ため、わざとこの
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6.2.2 表 示 機 能 の改 良 点 について 

 

表 示 画 面 は下 図 のようになっています。 

計 算 結 果 の表 示 画 面 が変 更 され、より見 やすく使 いやすいものになりました。 

以 下 に主 な変 更 点 について説 明 いたします。 

 

■ページ移 動 ボタンが使 いやすくなった 

 

ページ移 動 ボタンを大 きくし、使 いやすいものにしました。 

 

■計 算 結 果 のエラーが確 認 しやすくなった 

 

計 算 結 果 に NG があった場 合 にも、旧 バージョンでは個 々の計 算 結 果 を見 ていかなければ、計 算 結

果 にエラーはあるのか？いくつのエラーがあったのか？といったことが分 かりませんでした。 

VUP02 ではそれら情 報 を表 示 画 面 のコントロール部 分 に「エラーレポート」として表 示 させるようにしま

した。これにより、計 算 結 果 にエラーがあったのか？の情 報 がすぐにわかり、大 変 使 いやすくなりまし

た。 

 

■表 示 サイズの縮 小 /拡 大 がより便 利 になった 

 

表 示 サイズも広 く/狭 くすることもできますし、縮 小 /拡 大 もできますので見 やすいサイズにして結 果 を

確 認 し、印 刷 することができます。 

 

■設 計 用 の配 筋 条 件 が入 力 できるようになった 

 

この機 能 により、基 礎 の計 算 結 果 出 力 で、鉄 筋 に関 する出 力 が、設 計 図 に書 かれる配 筋 と同 じ内

容 で出 力 できるようになりました。 

その結 果 、「計 算 書 （B S T- F 1 . 0 2）の出 力 と設 計 図 で、配 筋 内 容 が違 う」といった事 が回 避 できるように

成 りました。 

 

■基 礎 断 面 図 ・配 筋 図 が出 力 されるようになった 

 

計 算 結 果 の出 力 も、計 算 値 のレポートだけではなく、基 礎 断 面 図 や配 筋 図 も出 力 されるようになりま

したので、計 算 書 に添 付 する書 類 も、B S T- F 1 . 0 2 で印 刷 するだけで、別 途 基 礎 断 面 図 を描 かなくても

済 みます。 

これで基 礎 の計 算 書 作 成 は大 幅 に時 間 短 縮 ができるようになりました。 

 

■その他  

 

 

VUP02 では上 記 の他 にも細 かい点 で、改 良 が加 えられています。 

以 下 にそれぞれについて簡 単 に説 明 をします。 
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6.2.3 表 示 画 面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示を終了し、メ

ニュー画面に戻る

インメ

 

結果を印刷

のボタン 
するため

別途拡大図参照  結果の表示部分

現在表示されて

いるページ 
表紙も含めた

全ページ数 先頭ページ 

一つ前のページ 次のページ 

最終ページ 

ページ移動ボタン 

紙面全面を表示  横幅をいっぱいで表示

表示サイズを縮小 表示サイズを拡大

エラーレポート 

独立フーチング基礎は 1 つでエラーは 0 であることを表す 

杭基礎は 2 つでエラーが 1 であることを表す 

計算した全基礎数は 3 であることを表す 
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6.2.4 拡 大 表 示 ・縮 小 表 示  

 

この最小化ボタンをクリックすると

表示画面は最小化され、アイコン

表示となる 

 

この最大化ボタンをクリックすると

表示画面はディスプレイサイズい

っぱいに表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮想用紙サイズ（A4 相当）

用紙の表示幅を表示エリア

いっぱいに表示させる 

このボタンは、用紙の表示幅を表示エリアいっぱいに表示させるボタ

ンで、表示画面が表示されるときの初期設定モード 
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このボタンは、用紙全体を表示エリアいっぱいに表示させるボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 用紙全面（A4 相当） 
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このボタンで計 算 結 果 の表 示 サイズを大 きくしたり小 さくしたりできます。 

この機 能 を使 って、見 やすいサイズ（縮 尺 ）で計 算 結 果 をご確 認 ください。 

なお、サイズ変 更 （縮 尺 変 更 ）は画 面 表 示 に対 してのみで、印 刷 に対 しては作 用 しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
<+>>ボタンをクリックすると、このよう

に表示サイズは大きくなってゆく 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<<->ボタンをクリックすると、このよう

に表示サイズは小さくなってゆく 
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6.3 計 算 結 果 の表 示  

 

計 算 結 果 の出 力 についてサンプルを示 しますので、ご確 認 ください。 

 

6.3.1 直 接 基 礎 の表 示  

 

出 力 の 2 ページ（1 ページは表 紙 ）の直 接 基 礎 の出 力 サンプルです。 
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6.3.2 杭 基 礎 の表 示  

 

出 力 の 3 ページ（1 ページは表 紙 ）の杭 基 礎 の出 力 サンプルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーがありますが、これもサンプル

の一つ、ということで… 

エラーが発生した基礎の基礎名（設計基礎名）は

赤文字で表示される 
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出 力 の 4 ページ（1 ページは表 紙 ）の杭 基 礎 の出 力 サンプルです。 

この出 力 例 にはエラーはありません。 
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7. 旧 保 存 データの使 用 について 

 

旧 保 存 データは新 バージョンの保 存 データとはファイル形 式 が違 うためそのまま使 用 することはで

きません。 

しかし、プログラムに変 換 機 能 をつけることができましたので、この問 題 は解 決 しました。 

操 作 、その他 については、2.1.1 a.[ﾌｧｲﾙ]→{データを開 く}(p.7)を参 照 してください。 

 

 

8. 新 保 存 データについて 

 

VUP02 で保 存 される新 保 存 データは、旧 保 存 データとの区 別 するため、データ名 の頭 に自 動 的

に v02_ が付 けられていますので、同 じホルダに保 存 しても区 別 できるようになっています。 

 

保 存 ファイル名 の例  

旧 保 存 ファイル名 ： ○○○邸 新 築 工 事 .lzh 

新 保 存 ファイル名 ： v02_○○○邸 新 築 工 事 .lzh 

 

 

9. SI データのみの対 応 となった 

 

B S T- F 1 は VUP02 になって対 応 する単 位 系 は SI のみとなりました。 

（2.1.2 a.[編 集 ]→{工 事 名 ・ファイル名 の修 正 }を参 照 (p.9)） 
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10. 杭 間 距 離 のとり方 が変 更 された 

 

一 部 の杭 配 置 で杭 間 距 離 のとり方 が変 更 されました。 

これらは図 は、データ入 力 時 にも杭 本 数 を指 定 すると表 示 されますので、間 違 わないように入 力

してください。 

 

 旧バージョン 新バージョン 

 
3 本杭の時 

新バージョンは杭が正三角形状に配置されることを前

提に、旧バージョンで入力していた Py2 の入力がなく

なりました。 

 

 

 

 
この結果、新バージョンでは Py2 は  

 

2
3

 Py2=Pｘ２× 

 
として内部計算されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 本杭の時 

新バージョンは杭が正五角形状に配置されることを前

提に、杭間距離を入力するように変更しました。 

7 本杭の時 

このケースは上記 3 本杭の場合と同じなので、詳細は

3 本杭の場合を参照してください。 

8 本杭の時 

このケースは上記 5 本杭の場合と同じなので、詳細は

5 本杭の場合を参照してください。 
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11. 一 度 に複 数 行 のデータ削 除 ができる 

 

入 力 されている基 礎 データで不 要 なデータを削 除 する場 合 、旧 バージョンでは１データ（1 行 ）ず

つしか削 除 できませんでした。しかしこれでは削 除 したいデータが複 数 行 あった場 合 、 

 

「削 除 データ選 択 」→[基 礎 データ作 成 ]→{基 礎 データの個 別 削 除 }→<OK> 

 

の操 作 を削 除 したいデータの行 数 分 繰 り返 さなければいけません。 

これはかなり面 倒 な作 業 で大 変 でした。 

 

VUP02 では、一 度 に複 数 行 のデータを削 除 する場 合 でも、一 度 で削 除 できるように改 善 しまし

た。 

これにより不 要 な基 礎 データが複 数 行 あっても、削 除 作 業 は大 幅 に短 縮 され簡 単 になりました。 

詳 細 な操 作 は、2.1.2 b.[編 集 ]→{選 択 中 のデータを削 除 }(p.9)を参 照 してください。 

 

 

12. 出 力 用 ﾌｫﾝﾄ設 定 機 能 が追 加  

 

VUP02 になって、計 算 結 果 の表 示 や印 刷 出 力 で使 用 するフォントの設 定 ができるようになりまし

た。 

まだまだ機 能 は万 全 ではありませんが、詳 細 は「2.1.4 a. [設 定 ]→{出 力 用 ﾌｫﾝﾄ設 定 }」(p.12)に

記 載 していますので、そちらを参 照 してください。 

 

 

13. その他 ・使 用 にあたっての注 意 点  

 

B S T- F 1 . 0 2 を使 うときは、 B S T- F 1 . 0 2 用 に支 点 反 力 を出 力 する機 能 の付 いた最 新 バージョンの

Ver9.55 rev.100625 以 降 の BST-G89TMⅡをお使 いください。 
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